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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
毎年、学術集会および秋季シンポジウムを開催し、学会員が小児外科領域における最新の知見、研究に
ついて発表し、討論する場を設けてきた。 
 
アクティブな各種委員会活動を通じて、小児外科診療、小児医療の活性化に寄与してきた。 
 
 
 

ｂ.当該領域における国際的な役割 
学術集会では International sessionを設けて、海外からの参加者との交流をはかり、国際的な学術活動
にも貢献してきた。 
 
太平洋小児外科学会（PAPS）の理事として本学会より 3 名が参加して、PAPS の運営や annual meeting
の開催に協力してきた。環太平洋地区における小児外科の診療や基礎研究におけるリーダーシップを担
ってきた。2027 年の太平洋小児外科学会を日本（沖縄）で開催する予定である。 
 
The World Federation of Associations of Pediatric Surgeons (WOFAPS)に council member を派遣し
て、諸外国の小児外科医とのネットワークを構築してきた。 

 
ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

進行する少子化社会における小児医療の充実、発展に貢献してきた。 
 
本邦における小児外科医療の充実、発展を通じて、地域における小児医療の充実を支えてきた。 
 
小児がん拠点病院を中心とした小児がん医療の充実、貢献に、外科的側面からの支援、バックアップ体
制としての協力を行ってきた。 
 
 
 
 



ｄ.学会運営上留意している点 

次世代を担う若手小児外科医のリクルートならびに小児外科専門医の育成 
 
男女共同参画の推進 
 
小児外科医の働き方改革の実情把握と推進、ダイバーシティへの取り組み 
 
 
 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

日本外科学会と連携した専門医制度の運用と（新）専門医制度の構築 
 
日本小児科学会と連携した小児医療における様々な議論や活動への参画 
 
日本小児泌尿器科学会や日本小児救急医学会との学術集会でのコラボレーションの実現と継続 
 
日本消化器病学会の附置研究会に参画し、成人移行医療のあり方やトランジションへの取り組みにつ
いての協働 
 
 

 


